
今月号の主な内容
■ 広報たかぎ
　・平成21年度決算  ……………２～５面

　・135周年記念事業の終了にあたって  …６面

　・農地情報のお知らせ  ………………７面

　・お知らせ版  …………………………８面

　・村発注工事請負契約  ………………９面

　・保険料の追納について  ……………１０面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１１面

■ 保育園だより  …………………１２面

■ 学校だより　第一小  …………１３面

■ 椋記念館図書館だより  ………１４面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１５面

■ くりんネットたかぎ  …………１６面

１１
November

10月7日 喬木第一小学校の5年生が稲刈りをしました。10月7日　喬木第一小学校の5年生が稲刈りをしました。

田んぼの作業が初めての生徒も一生懸命稲を刈り、はざをかけました。田んぼの作業が初めての生徒も一生懸命稲を刈り、はざをかけました。

2010
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九
月
二
十
一
日
に
閉
会
し
た
九

月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
一
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
一
般
会
計
決
算
額

は
、
国
の
経
済
危
機
対
策
の
補
助

金
を
受
け
、
学
遊
館
の
新
築
及
び

芝
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
等
、
旧
中
学

校
跡
地
一
帯
の
整
備
を
行
う
な
ど

の
事
業
に
よ
り
、
前
年
対
比
十
六

％
増
の
三
十
五
億
四
千
二
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
特

別
会
計
の
増
額
が
あ
っ
た
も
の
の
、

老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と
や
、
村

営
水
道
特
別
会
計
の
事
業
量
の
減

少
に
よ
り
、
前
年
対
比
十
二
％
減

の
十
七
億
八
千
八
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

決
算
と
併
せ
、
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
四
指
標
も
報
告
さ
れ
、

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
を
〇
・
二

芝グランド緑

平成21年度　一般会計・特別会計　歳入歳出決算
単位：円

歳　　　　　出歳　　　　　入
会　　計　　名

前年比平成20年度平成21年度前年比平成20年度平成21年度

116%3,059,700,5243,542,641,061113%3,304,086,4893,740,073,133一 般 会 計

【特別会計】

97%544,820,876530,890,74496%568,395,606542,862,323国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

2%91,065,6922,011,4122%93,001,5042,044,412老人保健医療事業特別会計

98%59,936,65558,505,85198%59,979,35558,561,651後期高齢者医療特別会計

108%568,043,983615,851,370106%587,643,593623,024,241介 護 保 険 特 別 会 計

63%467,260,412296,246,57564%481,340,172309,648,077村 営 水 道 特 別 会 計

96%230,432,365220,443,27297%239,414,407233,215,569下 水 道 特 別 会 計

97%65,827,03964,064,211102%69,633,93870,936,865農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

88%2,027,387,0221,788,013,43588%2,099,408,5751,840,293,138特 別 会 計 合 計

105%5,087,087,5465,330,654,496103%5,403,495,0645,580,366,271一般会計・特別会計合計

％
下
回
る
十
三

％
、
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、

将
来
負
担
比
率

は
一
般
会
計
、

特
別
会
計
と
も

に
黒
字
決
算
の

た
め
、
該
当
す

る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

早
期
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下

回
り
、
喬
木
村

の
財
政
運
営
は

健
全
な
状
況
で

あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。
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平成21年度　特徴的な事業の決算額

○福祉・保健・医療  　　　　　　【主な事業内容】
・保育所関係経費 24,332千円 子育て支援交付金…保育料の軽減から補助へ変更
・出産祝い金事業 5,357千円 出産祝金…第1子、第2子（5万円）への交付拡大
・母子衛生関係経費 5,644千円 妊婦健診回数の拡大
・予防接種事業経費 8,685千円 新型インフルエンザ予防接種費用

○社会基盤
・次世代ネットワーク事業経費 32,728千円 動画自動送出システムの整備
・地域活力基盤創造交付金事業 170,992千円 村道７号線（大和地）道路改良工事

○生活環境
・災害対策経費 19,266千円 阿島町消防センターを新築
・防災施設管理経費 7,585千円 １３地区防災倉庫を新設
・地域新エネルギー推進事業 3,993千円 いちごハウスにペレットボイラーを試験導入

○産　　業
・地域活性化事業 9,106千円 クラインガルテン用地取得
・農地有効利用支援整備事業 6,430千円 小川下井・本井・竜東井水路改修工事

○教育・文化
・地域活性化交付金事業 193,303千円 学遊館を新築、小中学校太陽光発電設備を新設
・調理場管理運営経費 76,128千円 共同調理場実施設計、調理場建設予定地土地購入
・保健体育運営経費 168,147千円 芝グランドを新設、旧中跡地整備

単位：百万円 

単位：百万円 

単位：百万円 
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財政健全化判断比率の状況について
　国は、現行の地方財政再建促進特別措置法では、一般会計の赤字を対象にした指標があるだけで、公営企
業会計や観光事業会計などに膨大な赤字を抱えている県や市町村等の地方公共団体の財政悪化を早期発見で
きない構造的欠陥があることから、制度自体を抜本的に見直すこととなり、平成19年6月に「地方公共団
体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」を公布しました。

　この法律は、財政の悪化状況を見極める四つの健全化判断指標（健全化判断比率）を導入して自治体の財
政状況を全体的に把握し、これまで対象にしてこなかった国民健康保険をはじめとする事業会計や上下水道
事業等の公営企業会計、更には第三セクターの不良債務などもチェック対象とするなど、自治体財政への監
視基準を強化することで、財政危機の早期発見と健全化を促し、財政悪化による住民生活への影響を最小限
に止めることを狙っています。　

　平成21年度決算に基づく財政健全化に係る各指標の内容を、下伊那北部5町村と対比しながらお知らせし
ます。

大鹿村豊丘村高森町松川町喬木村財政健全化の指標

―――――（ Ａ ）実 質 赤 字 比 率

―――――（ Ｂ ）連結実質赤字比率

19.0%11.2%16.9%18.2%13.0%（ Ｃ ）実 質 公 債 費 比 率

―
(▲87.0%)

―
(▲14.0%)109.6%―

(▲3.0%)
―

(▲43.4%)（ Ｄ ）将 来 負 担 比 率

（該当しない場合は「－」にて表示）

■健全化判断比率（4指標）の説明

 実 質 赤 字 比 率（Ａ） ：【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会計等の決算額が、黒字の場合はマイ

ナス比率となり、赤字比率は「該当なし」となります。

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計

を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、

赤字比率は「該当なし」となります。

 連結実質赤字比率（Ｂ）：【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計

を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、

赤字比率は「該当なし」となります。

実質公債費比率（Ｃ） ：【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】

　標準財政規模に対して、一般会計や上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計が負

担する実質的な公債費（元利償還金）がどれくらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債費（借金返

済金）の割合が高く、財政を圧迫していることとなります。

将 来 負 担 比 率（Ｄ） ：【早期健全化基準（イエローカード）350％】

　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等を含

む）の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額より基金（貯金）等充当可能な財源が多いと、この

比率はマイナス表示となります。
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大鹿村豊丘村高森町松川町喬木村項　　　　目

1,209人7,033人13,475人14,036人6,874人人　　 口（Ｈ２２．３．３１住民基本台帳）

545世帯2,026世帯4,132世帯4,485世帯2,159世帯世 帯 数 （　 　 〃　 　 ）

248.35k㎡76.85k㎡45.26k㎡72.9k㎡66.62k㎡面　 　 積

51.2％29.7％26.5％28.0％30.6％６５歳以上の人口割合（Ｈ２２．３．３１住民基本台帳）

206万円53万円40万円42万円52万円１人当りＨ２１年度
普通会計歳出決算額 24億8,990万円37億5,156万円53億3,455万円58億8,011万円35億4,264万円決算総額

44.6％38.3％35.1％36.8％42.9％普通会計収入額に占める、地方交付税の割合

13億8,601万円24億9,919万円37億5,470万円41億3,099万円23億5,941万円標 準 財 政 規 模

0.1850.3010.4280.3990.270財 政 力 指 数

74.4％74.0％79.6％84.6％79.0％経 常 収 支 比 率

158万円34万円8万円25万円41万円１人当り普通会計の基金
（積立金）残高 19億898万円23億9,583万円11億1,667万円34億5,301万円28億1,049万円積立金総額

165万円49万円47万円35万円39万円１人当り普通会計の借金
（地方債）残高 19億9,929万円34億6,350万円63億8,614万円49億2,581万円26億6,964万円借金総額

49人90人207人180人90人総 人 数職員数（Ｈ２２．４．１現在） 
※特別会計・企業会計を含む全会
計の職員数。嘱託等臨時職員
を含み、特別職は除く。

39人62人90人105人55人うち正規職員

40.5人12.8人15.4人12.8人13.1人人口千人当り

※各指標の「住民一人あたり」数値は、Ｈ２２．３．３１住民基本台帳人口を用いた。

■各種財政指標の説明

 標準財政規模 数値が高いほど標準的な一般財源の規模が大きい

　普通会計のうち、標準的な一般財源の規模を示すもので、毎年経常的に収入が見込まれる標準的収入額　 
　（計算の方法は概ね、「町村税」＋「地方譲与税等」＋「普通交付税」）

　★県内町村平均；　28億9,054万円　 ／ 県内市町村平均；　73億2,505万円　（平成20年度決算数値）

 財 政 力 指 数 数値が高いほど財政力が強い

　自治体の財政基盤の強弱を示す数値で、標準的な行政運営に必要な財源

をどれくらい自力で調達できるかを表すものです。この数値が「１」に近
いほど、町村の行政運営を町村税で賄えているということで、反対にこの
数値が低いほど地方交付税に依存していることとなります。

　★県内町村平均；　0.417　 ／ 県内市町村平均；　0.583　（平成20年度決算数値）

 経常収支比率 数値が高いほど財政構造が硬直化している

　経常一般財源（毎年連続して経常的に入ってくる財源の中で、町村税や

交付税などその使途が特定されず自由に使える財源）総額のうち、経常経
費（人件費、扶助費、公債費など義務的性格の経常経費）に充当された部
分の割合を示します。自治体の財政運営の弾力性を測る指標です。

　★県内町村平均；　83.5％　 ／ 県内市町村平均；　87.6％　（平成20年度決算数値）

村の状況
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喬
木
村
発
足
1
3
5
周
年
記
念
事
業
の

終
了
に
あ
た
っ
て

喬
木
村
長　

大　

平　

利　

次

　

喬
木
村
発
足
一
三
五
周
年
記
念

事
業
が
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た

こ
と
に
際
し
、
ひ
と
言
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

明
治
八
年
に
合
併
し
て
今
の
喬

木
村
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

以
前
か
ら
先
人
達
が
田
畑
、山
林
、

伝
統
文
化
を
守
り
続
け
て
き
た
お

か
げ
で
今
回
の
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
元

く
の
来
賓
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
を

い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
三

名
の
皆
さ
ん
よ
り
力
強
い
意
見
発

表
を
い
た
だ
き
、
今
回
作
成
い
た

し
ま
し
た
「
美
し
き
ふ
る
さ
と
喬

木
村
」
の
D
V
D
を
見
な
が
ら
、

更
に
明
る
く
元
気
で
住
み
良
い
喬

木
村
に
な
る
よ
う
村
民
一
体
と
な
っ

て
の
む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、

前
福
島
県
矢
祭
町
長
の
根
本
良
一

氏
を
お
迎
え
し
、
ま
ち
づ
く
り
地

域
づ
く
り
の
理
念
を
貴
重
な
経
験

を
交
え
て
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夜
に
は
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
倶
楽
部
の
演
奏
会
を
中
学
校
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
古
賀
政

男
先
生
を
中
心
に
創
部
さ
れ
て
か

ら
八
十
七
年
目
を
迎
え
る
同
倶
楽

部
の
伝
統
あ
る
美
し
い
調
べ
を
、

六
五
〇
人
の
聴
衆
の
皆
さ
ん
と
堪

能
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
月
四
日
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
を
中
原
運
動
公
園

に
て
実
施
し
ま
し
た
。
一
、七
〇
〇

名
の
方
々
が
一
同
に
会
し
、
盛
大

に
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
喬
木
村

を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
し
、
健
康
づ
く

り
の
推
進
、
き
っ
か
け
づ
く
り
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
は
喬
木
村
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い

試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
記
念
事
業
と
し
て

多
く
の
事
業
を
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
も
と
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
、

支
出
額
に
つ
き
ま
し
て
は
後
段
に

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
や
運
営
に
対
し

ま
し
て
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
際
し
、

ご
意
見
を
活
か
し
た
運
営
を
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
時

「々
温
故
創
新
」と
い
う

言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
、
飯
田
下
伊
那
地
域
は

三
遠
南
信
自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
な
ど
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
二
十

年
後
に
は
こ
の
地
域
も
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
は

今
後
も
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
過

去
に
と
ら
わ
れ
ず
原
点
に
戻
り
な

が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
希
望
を
持

ち
続
け
る
事
が
大
切
だ
と
、
こ
の

事
業
を
行
っ
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
三

五
周
年
記
念
事
業
に
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
、
積
極
的
に
参
加
し
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
住
民

の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
て
私

か
ら
の
お
礼
と
い
た
し
ま
す
。

年
に
行
わ
れ
た
村
発
足
一
一
五

周
年
記
念
事
業
か
ら
二
十
年
が

経
過
す
る
な
か
で
、
あ
ら
た
め

て
ふ
る
さ
と
を
見
直
し
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の
中

で
全
村
民
一
体
と
な
っ
て
�
元

気
と
笑
顔
の
む
ら
づ
く
り
�
を

進
め
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
き

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二

十
年
秋
よ
り
多
く
の
団
体
等
を

代
表
す
る
皆
さ
ま
に
実
行
委
員

に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
っ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
六
日
に
は
村
発
足

一
三
五
周
年
記
念
式
典
を
、
多

ラジオ体操 「美しきふるさと喬木村」のDVD

喬木村オリジナルのナンバープレート 明治大学マンドリン倶楽部の演奏会
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　８月の本紙面でご連絡しました農地の賃貸借情報について、下記のとおりご紹介させていただきます。

　耕作放棄地の拡大が全国的課題とされる中で、専業農家の方だけでなく、自給的な耕作をされる方にも農地を借

りていただくことが非常に重要となります。農地を貸したい・借りたいという方は是非、農業委員会事務局（交流

センター内　�33－5126）までご連絡下さい。

 要　件 

①一定以上農地を所有していない方でも、必要な農作業に常時従事すれば借りることができます。

②期間を決めて賃貸借します。貸し主も安心して貸すことができます（当事者合意で途中解約もできます）。

●農地を貸します

地　目面積（�）地　区No.

畑1,379伊久間１

畑534小　川２

畑1,222富　田３

田1,154富　田４

田1,836大　島５

●農地を売ります

地　目面積（�）地　区No.

田743阿島北１

　野生鳥獣による被害は年々増加しており、

農林産物の他、住宅街への出没被害は、連

日ニュース報道がされています。もはや安

全な生活を守るための施策が必要な状況で

あり、個々の対策では対応ができなくなっ

ています。

　喬木村においては昨年、野生鳥獣被害対

策協議会を設立し検討を進め、今年度、氏

乗から加々須までの約16�にわたる柵（鉄製）

設置事業が着工されました。

【柵イメージ：上久堅（約11km）】
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月
の
結
婚
相
談
日

１１
○
日　

時

　

十
一
月
十
三
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

３
３－

５
１
２
３

10月の村税等
口座振替日納期限

10月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

11月1日

村 県 民 税
（第３期）

国 保 税
（第７期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

緑
化
木
頒
布
会
に
つ
い
て

　

「
緑
の
募
金
」運
動
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

飯
伊
地
区
緑
の
募
金
委
員
会
で

は
、
家
庭
で
緑
に
親
し
ん
で
も
ら

い
緑
化
に
対
す
る
意
識
拡
大
を
図

る
た
め
、
喬
木
村
総
合
文
化
祭
に

お
い
て
緑
化
木
の
頒
布
会
を
行
い

ま
す
。
正
月
の
縁
起
木
で
も
あ
る

マ
ン
リ
ョ
ウ（
赤
色
）を
無
料
配
布

す
る
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
一
人
様
一
本
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
苗
木
が

な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
頒
布
会
は

終
了
と
な
り
ま
す
。

○
日　

時

　

十
一
月
七
日（
日
）

　

午
前
九
時
か
ら

○
場　

所

　

子
ど
も
学
遊
館
前
芝
生
グ
ラ
ン
ド

○
本　

数

　

五
九
〇
本

　

こ
の
事
業
は「
緑
の
募
金
」か
ら

苗
木
を
購
入
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
振
興
課　

振
興
係

　

�
3
3－

5
1
2
7

松
の
緑
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
る
さ
と
振
興
課　

振
興
係

　

�
3
3－

5
1
2
7

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五

日（
月
）か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

○
対
象
者

　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
二
十

二
年
六
月
十
六
日
に
日
本
国
籍
を

有
す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

○
請
求
受
付
期
間

　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日

か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
で
す
。

○
基
金
か
ら
請
求
書
類
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

平
成
二
十
一
年
度
に
特
別
慰
労
品

（
旅
行
券
等
引
換
券
な
ど
）を
受
け

て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
基
金
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
請
求
書
類
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

○
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業

　

特
別
基
金　

事
業
部
特
別
給
付

　

金
担
当

　

�
０
５
７
０－

０
５
９－
２
０
４

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

�
０
３－

５
８
６
０－

２
７
４
８
）

○
受
付
時
間

　

平
日
午
前
九
時
〜
午
後
六
時

　

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

松
く
い
虫
伐
倒
く
ん
蒸

処
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

松
く
い
虫
被
害
の
予
防
と
防
除

を
目
的
と
し
た
伐
倒
駆
除
を
、
十

一
月
半
ば
か
ら
来
年
一
月
末
日
ま

で
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
は
法
定
病
害
虫
の
た

め
、
地
権
者
や
隣
接
者
等
の
承
諾

な
し
に
土
地
に
立
ち
入
り
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
撲
滅
と

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
様
へ

【
募
集
種
目
】

二
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

　

陸
上
自
衛
隊
は
二
年
（
一
部
の

技
術
系
は
三
年
）、
海
上
及
び
航

空
自
衛
隊
は
三
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
す
る
自
衛
官
の
コ
ー
ス
。
任

期
満
了
後
、
陸
上
自
衛
隊
は
２
年

ご
と
、
海
上
及
び
航
空
自
衛
隊
は

三
年
ご
と
に
継
続
任
用
の
道
が
あ

り
、
さ
ら
に
本
人
の
努
力
次
第
で

選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
や

幹
部
へ
進
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
自
衛
官
の
魅
力

・
国
際
平
和
の
貢
献
、
災
害
派
遣

な
ど
や
り
が
い
の
あ
る
職
域
で

す
。

・
自
衛
官
の
身
分
は
特
別
職
国
家

公
務
員
で
あ
り
、
我
が
国
の
平

和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
特
殊

な
任
務
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
公
務
員
に
比
べ
手
当

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

・
週
休
二
日
制
、
年
次
・
特
別
休

暇
な
ど
で
余
暇
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

・
一
任
期
満
了
後
継
続
し
て
任
用

さ
れ
た
者
は
、
大
型
特
殊
自
動

車
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
情
報

処
理
者
、
簿
記
検
定
等
就
職
に

有
利
な
技
能
訓
練
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

・
東
京
圏
を
は
じ
め
各
地
の
大
学

（
二
部
）、
専
門
学
校
な
ど
に
部

隊
か
ら
通
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、

通
信
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

・
任
期
満
了
後
及
び
退
職
後
有
利

な
条
件
で
就
職
で
き
る
よ
う
に

就
職
援
護
制
度
が
あ
り
、
個
人

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
職
先
を

斡
旋
し
て
い
ま
す
。

○
詳
し
い
お
問
い
合
せ
先

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

〒
三
八
〇－

〇
八
四
六

　

長
野
市
旭
町
一
一
〇
八
番
地

　

長
野
第
二
合
同
庁
舎
内

　

�
0
2
6－

2
3
3－

2
1
0
8

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

〒
三
九
五－

〇
〇
五
三

　

飯
田
市
大
久
保
町
二
六
三
七－

三

　

飯
田
地
方
合
同
庁
舎

　

�
0
2
6
5－

2
2－

2
6
1
3

○
自
衛
隊
で
は
、
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
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●１1 ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽に

ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

健康体操教室（介護者の方など）
福祉センター午前１０時半～１１月２７日（土）

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル午前１０時～

１１月５日（金）ゆっくりコース

１１月１２日（金）ゆっくり歩こうコース

１１月１９日（金）はつらつコース

 お問い合わせ先  　役場  住民課包括支援係　�33-1120

定例介護者の会のおしらせ
福祉センター午前１０時半～１１月２７日（土）

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所１１月１日（月）

伊久間農産物加工センター１１月５日（金）

上平集落センター１１月８日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館１１月１０日（水）

加々須区民会館宮本公民館１１月１５日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館１１月１７日（水）

伊久間農産物加工センター１１月１９日（金）

大島公民館田上川消防センター１１月２２日（月）

富田陶芸館第一公民館１１月２４日（水）

大和知公民館南農事集会所１１月２９日（月）

　

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
二
十
三
年
度
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
訓
練
期
間

　

一
年
間
（
平
成
二
十
三
年
四
月

入
校
、平
成
二
十
四
年
三
月
修
了
）

○
募
集
科

　

機
械
加
工
科
、
電
気
工
事
科
、

画
像
処
理
印
刷
科
、
木
造
建
築
科

○
募
集
定
員

　

各
科
と
も
概
ね
二
十
名
（
推
薦

入
校
十
名
、
一
般
入
校
十
名
）

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業（
ま
た
は
同
等
）

以
上
の
方

○
必
要
経
費

入
校
審
査
料（
受
験
料
） 
二
、二
〇
〇
円

入
校
料（
入
学
金
） 

五
、六
五
〇
円

授
業
料（
年
額
） 

一
一
八
、八
〇
〇
円

○
一
般
入
校
選
考

願
書
受
付
期
間

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
四
日（
木
）〜

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
八
日（
木
）

選
考
日

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日（
月
）

○
願
書
等
提
出
先

　

長
野
技
術
専
門
校
ま
た
は
最
寄

の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）へ

平
成　

年
度

２３

入
校
生
の
募
集

○
選
考
試
験
の
内
容
等
や
、そ
の
他

の
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

長
野
技
術
専
門
校

　

〒
三
八
八－

八
〇
一
一

　

長
野
市
篠
ノ
井
布
施
五
明
七
五
五－

二

　

�
０
２
６－

２
９
２－

２
３
４
１

　

�
０
２
６－

２
９
２－

２
３
４
２

　

ま
た
は
、
最
寄
の
公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）へ

　

当
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募

集
内
容
を
掲
載
し
、
関
連
資
料
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す

U
R
L　

h
ttp
：
//w
w
w
.p
re
f.

n
a
g
a
n
o
.lg
.jp
/x
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o
u
k
o
u
/n
a

g
a
g
i/

村発注工事請負契約（７月～９月）
請負業者名入札日契約金額（円）契約方法事業カ所事　　　業　　　名番号

大 平 建 設 ㈱H２２.７.２０３,５９１,０００指名競争入札村道１４２号線阿島寺の前平 成 ２２ 年 度 村 単 道 路 維 持 工 事（舗装修繕）９

大 平 建 設 ㈱H２２.７.２０１,８９０,０００指名競争入札村道２２０号線阿島里原平 成 ２２ 年 度 村 単 道 路 維 持 工 事（擁壁修繕）10

原 木 材 建 設 ㈲H２２.７.２１２,３６２,５００随 意 契 約歴 史 民 俗 資 料 館平 成２２年 度 喬 木 村 歴 史 民 俗 資 料 館 外 構 等 工 事11

中 川 建 設 ㈲H２２.７.２９１,９４２,５００指名競争入札喬 木 村 １２６４３ － 5平 成 ２２ 年 度 村 単 駐 車 場 整 備 工 事12

㈲ 宮 下 土 建H２２.７.２９２,２０５,０００指名競争入札喬 木 第 一 小 学 校平 成 ２２ 年 度 村 単 舗 装 新 設 工 事13

野 島 建 設 ㈱H２２.７.２９２,０４７,５００指名競争入札村 道７７３号 線 富 田平 成 ２２ 年 度 村 単 道 路 維 持 工 事14

㈲ 富 辻 建 築H２２.７.２９１,００８,０００指名競争入札喬 木 第 二 小 学 校平成２２年度喬木第二小学校トップライト撤去開口塞ぎ工事15

㈲ 富 辻 建 築H２２.７.２９１,９９５,０００指名競争入札喬木村椋鳩十記念館平 成 ２２ 年 度 椋 鳩 十 記 念 館 屋 根 改 修 工 事16

㈲ 東 登 興 業H２２.７.２９６,６１５,０００指名競争入札喬木村中央社会体育館平成２２年度喬木村中央社会体育館屋根等改修工事17

飯 伊 森 林 組 合H２２.８.２７,０３５,０００指名競争入札村 内 全 域平 成 ２２ 年 度 保 全 松 林 緊 急 保 護 整 備 事 業18

日本体育産業㈱H２２.８.２０２,９９２,５００指名競争入札喬 木 第 二 小 学 校平 成２２年 度 喬 木 第 二 小 学 校 大 型 遊 具 設 置 工 事19

野 島 建 設 ㈱H２２.８.２３１４,２８０,０００指名競争入札村道６２０号線伊久間平成２２年度社会資本整備総合交付金事業舗装修繕工事20

野 島 建 設 ㈱H２２.８.２３３,７８０,０００指名競争入札村 道７０８号 線 富 田平 成 ２２ 年 度 村 単 道 路 維 持 工 事21

㈲吉川建設工業H２２.８.２３５,２５０,０００指名競争入札村道６２７号線伊久間平 成 ２２ 年 度 村 単 道 路 改 良 工 事22

野 島 建 設 ㈱H２２.８.２３６,８２５,０００指名競争入札村道７号線大和知地籍平 成２２年 度 南 部 簡 易 水 道 送 配 水 管 布 設 替 工 事23

中 川 建 設 ㈲H２２.９.３１０,９７２,５００指名競争入札氏　 　 乗平成２２年度野生鳥獣被害防護柵設置事業　 １工区24

野 島 建 設 ㈱H２２.９.３１５,４３５,０００指名競争入札氏　 　 乗平成２２年度野生鳥獣被害防護柵設置事業　 ２工区25

宮 下 土 建 ㈲H２２.９.３１４,７００,０００指名競争入札氏 乗 ～ 大 島平成２２年度野生鳥獣被害防護柵設置事業　 ３工区26

大 平 建 設 ㈱H２２.９.３１６,１１７,５００指名競争入札大　 　 島平成２２年度野生鳥獣被害防護柵設置事業　 ４工区27

㈲吉川建設工業H２２.９.３１７,１１５,０００指名競争入札大 島 ～ 加 々 須平成２２年度野生鳥獣被害防護柵設置事業　 ５工区28

㈲ 富 辻 建 築H２２.９.３４１,９４７,５００指名競争入札氏　 　 乗平 成２２年 度 ク ラ イ ン ガ ル テ ン 施 設 建 設 工 事29

㈲ 東 登 興 業H２２.９.３４２,６３０,０００指名競争入札大　 　 島平 成２２年 度 ク ラ イ ン ガ ル テ ン 施 設 建 設 工 事30

㈱シーテック飯田支店H２２.９.７９,８７０,０００指名競争入札喬木村防災センター平成２２年度全国瞬時警報システム（J-ALERT）整備事業31

原 木 材 建 設 ㈲H２２.９.２２２,３１０,０００指名競争入札喬 木 村 運 動 公 園平 成２２年 度 喬 木 村 運 動 公 園 更 衣 室 整 備 工 事32
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国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
で
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
の
各
基
礎
年
金
で
は
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
と
同

じ
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
で
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め

た
と
き
の
一
に
対
し
て
、
全
額
免

除
期
間
は
二
分
の
一
、
四
分
の
三

免
除
期
間
は
八
分
の
五
、
半
額
免

除
期
間
は
四
分
の
三
、
四
分
の
一

免
除
期
間
は
八
分
の
七
で
計
算
さ

れ
ま
す（
注
）。
ま
た
、
学
生
納
付

特
例
と
若
年
者
納
付
猶
予
に
よ
っ

て
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
、
後
で
ゆ
と
り
が
で
き

た
と
き
に
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば

保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
先

に
免
除
さ
れ
た
期
間
か
ら
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
と

若
年
者
納
付
猶
予
の
期
間
は
、
先

に
追
納
す
る
こ
と
も
選
択
で
き
ま

す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
追
納
す
る

二
十
一
年
度
ま
で
に
免
除
さ
れ
た

追
納
保
険
料
の
額
は
、
表
の
と
お

り
で
す
（
平
成
十
九
年
度
以
前
の

追
納
額
に
は
一
定
の
加
算
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
保
険
料
の
追
納
に
は
納

付
書
が
必
要
で
す
。
納
付
書
の
発

行
は
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

住
所
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）平
成
二
十
一
年
三
月
以
前
に

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
全
額
免

除
で
三
分
の
一
、
四
分
の
三
免

除
で
二
分
の
一
、
半
額
免
除
で

三
分
の
二
、
四
分
の
一
免
除
で

六
分
の
五
で
計
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

追　納　保　険　料　額除された
年　　度 4分の1免除半額免除4分の3免除全額免除

������15,770円平成12年度

������15,180円平成13年度

��7,300円��14,590円平成14年度

��7,180円��14,360円平成15年度

��7,090円��14,180円平成16年度

��7,110円��14,220円平成17年度

3,560円7,130円10,690円14,260円平成18年度

3,570円7,150円10,720円14,300円平成19年度

3,600円7,200円10,810円14,410円平成20年度

3,660円7,330円10,990円14,660円平成21年度

＊半額免除は平成14年4月に、4分の1免除と4分の3免除は平成18年7月に、
それぞれ創設されました。

� 浄化槽の適正な維持管理のために �
《浄化槽をお使いの方へ》

　法律では、浄化槽の所有者などを浄化槽管理者として定め、その機能を正常に

維持するため管理者（設置者）に以下の３つの義務が課せられています。

１．法定検査

　年に１回、知事が指定する検査機関が実施する検査（外観、水質、書類検査）を受

検しましょう。（２．の保守点検とは異なるものです。） 

　＜申込先＞ (社)長野県浄化槽協会事務局（�026－234－7637）

２．保守点検

　知事の登録を受けた専門業者（保守点検業者）に委託して、定期的（年３～４回程

度）に、機器類の調整、消毒薬等の消耗品の補充等を行いましょう。

３．清　　掃

　年に１回以上汚泥やスカムの引き抜きを行い、浄化槽内をきれいにしましょう。

　問い合わせ先：役場建設課上下水道係　　　　　�0265－33－5122

　　　　　　　　長野県下伊那地方事務所環境課　�0265－53－0434

　　　　　　　　長野県環境部生活排水課　　　　�026－235－7299

新教育委員長
のご紹介

　原　俊恵教育委員長の

任期満了により、喬木村

富田、木下平吉氏が選任

されました。

木下　平吉さん
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　65歳以上を対象に高齢者のインフルエンザ予防接種が、予防接種法に基づいて行われており、接種費用の一部

は公費で負担します。対象となる方には予診票を衛生委員を通じて配布します。

　今年は季節性インフルエンザワクチンと新型インフルエンザワクチンの混合ワクチンとなります。

　○実施期間　　平成22年10月１日  ～  平成22年12月31日 まで

　○対 象 者　　喬木村に住所があり、接種する日に満65歳以上の方

　　　　　　　　（昭和20年12月31日以前に生まれた方）

　○受 け 方　　①接種を希望される方は、飯田下伊那地区の医療機関へ接種の予約をします。日頃の健康状態

をよく知っている「かかりつけ医」で受けましょう。

　　　　　　　　②予約をした日に医療機関へ行き、接種します。

　○料　　金　　１人１回　2，000円
　○接種回数　　１回接種となります。

住民課  健康保険係　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

平成22年度 インフルエンザ予防接種について

１ 65歳以上の方

　今年は、新型インフルエンザのみのワクチンと季節性・新型インフルエンザ混合ワクチンのいずれかを選択して

（料金は同じ）接種することになります。

　○受 け 方　　医療機関に予約し、接種します。

　　　　　　　　予診票は病院に用意されています（中学生のみ学校より配布）。

　○料　　金　　１回目：3，600円　２回目：2，550円

　　　　　　　　全額自己負担となります。
　○接種回数　　12歳以下：２回接種

　　　　　　　　13歳以上：１回接種

2 65歳未満の方

　住民税非課税世帯の方は、個人負担金を補助します。

　○対 象 者　　住民税非課税世帯の方

　○補 助 額　　・65歳以上の方：2，000円

　　　　　　　　・65歳未満の方：１回接種者　3，600円

　　　　　　　　　　　　　　　　２回接種者　6，150円

　○申請方法　　医療機関にて予防接種費用を支払います。接種後、接種済証・領収書・印鑑・振込先が分かる

ものをお持ちになり、住民課 健康保険係で手続きをしてください。

3 住民税非課税世帯の方

 お問い合せ先 　住民課健康保険係　（直通）�33－5125
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平
成

年
度

平
成　

年
度

２３２３

保
育
所
入
所
説
明
会

保
育
所
入
所
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

　

平
成
二
十
三
年
四
月
入
所
希
望

の
幼
児
を
お
持
ち
の
保
護
者
を
対

象
に
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
来
年
度
未
満
児
保
育
を
希
望

さ
れ
る
方
も
ご
出
席
下
さ
い
。

《
説
明
会
》

①
期　

日

　

十
一
月
四
日
（
木
）

②
時　

間

　

午
前
九
時
三
十
分

③
場　

所

　

喬
木
村　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

二
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

（
喬
木
村
役
場
庁
舎　

東
側
）

④
持
ち
物

　

筆
記
用
具

《
入
所
申
込
受
付
》

①
期　

日

　

十
一
月
二
十
五
日
（
木
）

②
時　

間

③
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

④
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

子
ど
も
教
育
係

　

�
3
3－

2
0
0
2

時　　　間保育園名

午前９時３０分から午前１０時３０分北 保 育 園

午前１０時３０分から午前１１時３０分中央保育園

午前１０時３０分から午前１１時３０分南 保 育 園

ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー
よ
り
村
へ

寄
附
さ
れ
ま
し
た

　

喬
木
村
に
事
業
所
を
置
い
て
い

た
ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー
社
長
の
上
島

政
尚
さ
ん
が
、
村
に
一
〇
〇
万
円

を
寄
附
し
ま
し
た
。「
村
の
福
祉

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と

大
平
村
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー
は
村
の
企
業

誘
致
第
一
号
で
も
あ
り
、
以
来
、

ふ
る
さ
と
祭
り
で
の
歌
謡
シ
ョ
ー

や
太
鼓
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
大
平
村
長
よ
り
感
謝

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
公
共
福
祉
施
設

へ
の
タ
オ
ル
配
布
を
行
い
ま
し
た

　

去
る
九
月
十
日（
金
）に
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
内
に
あ

り
ま
す
各
公
共
福
祉
施
設
へ
の
タ

オ
ル
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
タ
オ

ル
配
布
は
毎
年
行
っ
て
い
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
事
業
で
あ
り
、
今
年
度

は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
協
力
に
よ

り
約
四
〇
〇
枚
集
ま
っ
た
タ
オ
ル

を
、
村
内
十
一
箇
所
の
福
祉
施
設

へ
お
配
り
致
し
ま
し
た
。

　

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

住
民
課
包
括
支
援
係

ヒタカセイコー社長　上島氏福澤 豊 会長より

運動会の様子から

　　　保育園行事予定　　　

４日
２３年度保育園入所説明会（三園）

１８日
デイサービス交流（中央）

２５日
２３年度保育園入園受付
　　　　　　　（三保育園合同）
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今号は喬木第一小学校のいろんな「秋」を紹介します。

喬木第一小の秋

実りの実りの秋
10/7　5年生稲刈り
「お米作りって大変だな」

「なかなか上手にしばれないよ。だれか助けて」

「俺、しばるのプロだからやらせて」

読書の読書の秋
10/8　椋先生の日
　久保田毅館長さんといっしょに「椋鳩十先生」の生き方や生活

ぶりについて全校で学び合いました。その後、学級ごとに椋文学

や椋先生にふれる活動を行いました。

スポーツのスポーツの秋

九
月
十
八
日　

運
動
会

　

今
年
の
夏
は
暑
く
、練
習
が
大
変
で
し
た
が
、

当
日
は
村
や
飯
田
養
護
学
校
か
ら
お
借
り
し
た

テ
ン
ト
の
中
で
休
息
で
き
、
練
習
の
成
果
を
出

し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
や
片
付
け

に
協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

食欲の秋
　第一小学校の

校地内には何種

類かの実のなる

樹木が植わって

います。今が食

の旬です。 クルミ ザクロ カ　キ ギンナン
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　「・・・古今東西の人類の知恵の宝庫ともいえる図書館。そこで出合える

本は、自分とまだ見ぬ世界を結ぶ入り口でもある。・・・」図書館を利用し

て読書を！

　家で行う読書、家族そろっての読書。個々に好きな本を読んだり、親子

で兄弟で同じ本を読んだりしましょう。読後には家族で会話を楽しむこと

につながります。“読書で家族のコミュニケーション”いかがでしょうか。

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

�
椋
鳩
十
夕
や
け
祭

　

月　

日（
土
）

１０

２３

�
全
村
読
書
旬
間

　

月　

日（
金
）〜　

月　

日（
日
）

１０

２２

１０

３１

�
絵
本
の
会

　

月　

日（
金
）・　

月　

日（
金
）

１０

２２

１１

１９

�
お
は
な
し
の
へ
や

　

月　

日（
水
）・　

月　

・　

日（
水
）

１０

２７

１１

１０

２４

�
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

月　

日（
金
） 
７
ヶ
月
児

１１

１９

　

月　

日（
水
） 
１
歳
児　

１１

２４

�
お
楽
し
み
会 
　

月
６
日（
土
）

１１

　

人
形
劇　

子
ど
も
文
化
研
究
会
に
よ
る

―読書の秋―“絆深まる家族の読書”「うちどく（家読）」

 開会行事 　　　　　　　　10：30～11：00

 感想文コンクール表彰式 　11：00～11：50
　・「椋鳩十賞」５作品　「優秀賞」５作品　「奨励賞」55作品

 アトラクション 　　　　　13：00～13：30
　①第二小学校　３年生

　②第一小学校　合唱部

 記念講演会 　　　　　　　13：30～15：00
　・演題　「お話が生まれるまで」―ワニと、蜂と、機関車と―

　・講師　絵本作家　小風さち氏

　・紹介　絵本に『わにわにのおふろ』など、「わにわにシリーズ」

『とべ！ちいさいプロペラ

き』『はしれ、きかんしゃ 

ちからあし』など。翻訳

絵本、長編童話の作者で

もあります。東京在住。

　

二
十
三
回
目
を
む
か
え
た
「
椋

鳩
十
賞
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
す
が
、
五
〇
七
作
品
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
行

事
の
重
な
る
中
、
計
画
的
に
時
間

を
と
っ
て
、何
回
も
読
み
ひ
た
り
、

感
想
文
を
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

応
募
状
況
は
、次
の
通
り
で
す
。

〈
郡
市
別
応
募
校
数
〉（
三
点
以
上
）

（
一
般
も
一
校
と
数
え
て
）

・
飯
田
下
伊
那：

十
四
校
・
上
伊

那：

四
校
・
佐
久：

七
校
・
長
野

市：

七
校
・
上
高
井
須
坂：

三
校

・
県
外
五
校

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
ののののののののののののののののののののの
応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

あああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕やややややややややややややややややややややけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』 111111111111111111111000000000000000000000月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月222222222222222222222333333333333333333333日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土）））））））））））））））））））））開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
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学　

校
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48５年
80６年
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42１年中

学
校

33２年
27３年

1111一　般

〈
学
年
別
応
募
数
〉 小

風
さ
ち
作

　
　

絵
本
の
紹
介

新
装
な
っ
た
記
念
館
屋
根

新
装
な
っ
た
記
念
館
屋
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天
井
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一
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記
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井
も
一
新
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赤い羽根共同募金

 「安心・安全なまちづくり活動支援配分」

「福祉・ボランティア活動配分」の公募について
　地域の安心・安全のくらしを住民とともにつくる活動を支援するために

共同募金配分金事業の公募をいたします。

　詳しい問い合わせは　社協�33－4567までご連絡下さい

赤い羽根共同募金にご協力をお願いいたします

　赤い羽根共同募金につきましては、多くの皆様にご協力を賜りありがとうございます。今年も「地域の福祉、み

んなで参加」をスローガンに１０月１日から１２月３１日まで全国一斉に展開いたします。

　住民の皆様には、通報区を通じて募金封筒が配布されますのでご協力をお願いいたします。

　企業の皆様には、民生児童委員の方々にご協力をいただき、募金のお願いに伺います。今年も赤い羽根共同募金

にご協力をお願いいたします。

平成21年度　共同募金実績額

１,７７１,１７２円　－　３０４,０００円　＝　１,４６７,１７２円
(平成21年度募金送金額)　　　　　(県広域事業配分金)　　　　　(平成22年度喬木村共同募金配分金)

広域事業配分とは？
　福祉施設等自動車購入、修

繕費、備品購入、災害義援金、

共同募金資材、県共同募金会

事業費等に使われています。

平成21年度共同募金地域福祉活動事業報告書

事　　業　　内　　容金　額対象者

村内のひとり暮らし高齢者の交流と仲間作りを目的とした日帰り旅行を実施（駒ヶ根33名・昼神２９名）280,000円高 齢 者

希望の旅　村内の障害者とその介護者を対象にした日帰り旅行を実施（日本モンキーパーク　２１名）220,000円障害児・者

ふれ愛ランド（異世代交流を目的としたイベントの開催）・人形劇　・村文化祭にて人形劇７０名バルー
ンアート250名　　福祉協力校指定（村内三校への補助金交付）　　一人親家庭卒業記念品配布　10名

280,000円児童・青少年

歳末援護品配布１３名　　福祉大会　６月７日　　福祉啓発活動（社協だより発行）年４回発行
ボランティア活動支援　　防災学習会　１月２４日　２４０名

582,227円住 民 全 般

1,362,227円合　計

喬木村老人クラブ連合会様よりタ

オルのご寄付をいただきました。

大切に使わせていただきます。

ありがとうございました。

第一小学校様よりペットボトル

キャップ約６５㎏を届けていただき

ました。

ご協力ありがとうございました。
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くりんネット便り

No.32

H22年11月１日
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くりんネットたかぎ 11月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

１１月の村・公民館・学校などの主な行
事予定

今 月 の 暦月1

村の総合文化祭に向けて公 民 館 便 り火2

９日から秋の全国火災予防運動です
阿南消防署　大久保　整さん

広 域 消 防水3

総合文化祭にお出かけください
役場総務課

み ん な の 広 場木4

喬木村交通安全協会
小川支部　松澤　清さん

交 通 安 全 の 日金5

曲の背景や歴史を紹介しながらお送り
します

クラシックを楽しもう土6

干し柿の荷造りについて
ＪＡ豊丘支所営農課　林技師

明 日 へ の 農 業日7

村づくり委員会からの経過報告
原委員長

い ち ょ う 並 木月8

正しい１１９番通報を覚えておきましょう
座光寺分署　遠山正基さん

広 域 消 防火9

定例教育委員会の内容報告 原教育長みらいをみつめて水10

下伊那農業改良普及センター
 藤牧普及員

こちら普及センターです木11

議会改革に関する集落懇談会を終えて時 の 話 題金12

なつかしの歌、思い出の歌にリクエス
トお寄せ下さい

心の歌思い出の歌土13

もうすぐＪＡ祭
 ＪＡ喬木支所組合員課　宮島課長

ＪＡアワーみなみの風日14

今日は防火の日
消防団機関長　中島和洋さん

１１９番火の用心月15

インフルエンザ対策について
役場総務課

村 の 窓 口火16

喬木の民話と伝説から
「第22話　おたまの通い火」

お 話 の 時 間水17

情報誌たかぎ　12月号の内容から声 の 情 報 誌木18

「寝たきりを半分にする」
北部５町村共同講演会から

話 の 広 場金19

喬木村生活安全指導員会
寺の前役員　松澤　清さん

ぼ う は ん 喬 木土20

野菜の冬場管理について
ＪＡ喬木支所営農課　久保田技師

明 日 へ の 農 業日21

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸月22

「村に寄せる作文」作品講評
 原　俊恵選考委員長

のびよ喬木の子火23

音楽のリクエストお寄せ下さいミュージックボックス水24

温めて元気「冷え取り健康法」
 ＪＡ組合員課　松島由利子さん

暮 ら し の 便 り木25

くりんネット番組企画委員会制作
りんごオーナー収穫祭から

マ イ ク で 散 歩金26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り土27

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸日28

中学校の話題から
喬木中学校放送委員会

青い風にのせて月29

１１月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事火30

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～11月の番組から～

喬木村総合文化祭に関する番組
　２日　「公民館便り」

　４日　「みんなの広場」

　今年の文化祭は１１月６日・７日。旧中学校

跡に新しく出来た芝グランド周辺を主会場

に開催されます。詳しいことについて各部

署から放送しますので、どうぞお聞き下さ

い。

村議会改革に関する集落懇談会から
　12日　「時の話題」

　１０月１２日～２０日まで村内１４会場での「議会

改革に関する集落懇談会」を終えて、村議

会議長・原嘉俊さんに総括していただきます。

　懇談会にはお近くの会場へお出かけ下さい。

くりんネットからのお知らせ

・土日祝祭日に放送する各原稿のお申し

込みは、できる限りお早めに受付をお

済ませ下さい。締め切りを過ぎますと、

定時放送に入りませんのでご注意下さ

い。

週刊たかぎニュース（いちごch）

土・日　午前９時～、昼１２時～、夜７時～

月～金　午前１０時～、夜８時～

　　　　（１番組を繰り返し放送中）

　デジタル12chでご覧下さい。加入申し

込み等は役場企画財政課広報係（�33－

5129）までお願いいたします。

お気軽にお電話下さい




